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２
０
２
４
年
４
月
、環
境
省
に
よ
り
日
本
の
環
境
事
業
分
野
の
ト
ッ
プ
ラ
ン
ナ
ー
で
あ
る
こ
と

を
認
め
る『
エ
コ
・
フ
ァ
ー
ス
ト
企
業
』に
選
ば
れ
た『
宮
城
衛
生
環
境
公
社
』。廃
棄
物
・
家
庭
ご

み
・
事
業
ご
み
収
集
運
搬
が
中
心
的
な
事
業
。仙
台
市
の
環
境
を
守
る
裏
方
プ
レ
イ
ヤ
ー
と
し

て
、地
球
の
環
境
問
題
に
取
り
組
み
、持
続
可
能
な
世
界
に
陰
な
が
ら
貢
献
し
て
き
た
。

仙
台
か
ら
地
球
環
境
を
守
る

知
ら
れ
ざ
る
ト
ッ
プ
ラ
ン
ナ
ー

藤
波　

社
名
に「
公
社
」と
あ
り
ま
す
が
、幅

広
い
環
境
事
業
を
請
け
負
っ
て
い
ま
す
ね
。

砂
金　

昭
和
57
年
、宮
城
町
役
場
に
勤
め
て

い
た
創
業
者
が
、し
尿
処
理
・
ご
み
収
集
な

ど
の
民
間
委
託
を
受
け
、独
立
し
た
の
が
始

ま
り
で
す
。周
囲
の
市
町
村
の
協
力
が
あ
り
、

「
公
社
」と
名
付
け
ら
れ
ま
し
た
。当
社
の
中

心
事
業
で
あ
る
ご
み
収
集
に
つ
い
て
は
仙
台
市

の
面
積
の
約
半
分
を
請
負
い
、社
員
が
休
み

な
く
市
内
を
巡
回
し
ま
す
。他
に
も
浄
水
場

の
維
持
管
理
、下
水
道
の
排
水
管
等
の
清
掃
、

除
雪
と
い
っ
た
仕
事
で
街
を
守
っ
て
い
ま
す
。

藤
波　

砂
金
代
表
は
外
部
企
業
か
ら
社
長
に

就
任
さ
れ
た
と
伺
い
ま
し
た
。

砂
金　

２
０
１
８
年
に
大
手
の
保
険
会
社
か
ら

参
り
、２
０
２
２
年
に
代
表
に
就
任
し
ま
し
た
。

実
務
の
勝
手
が
分
か
ら
な
い
中
、創
業
者
か
ら

は「
と
に
か
く
人
を
み
て
く
れ
」と
言
わ
れ
、創

業
以
来
の
人
づ
く
り
を
受
け
継
ぎ
ま
し
た
。挨

拶
や
身
だ
し
な
み
、車
両
の
清
潔
さ
を
徹
底
。

当
た
り
前
の
礼
節
を
大
切
に
す
る
こ
と
で
、社

員
が
仕
事
に
誇
り
を
持
ち
、応
援
さ
れ
る
よ
う

な
企
業
人
た
る
こ
と
を
目
指
し
て
い
ま
す
。

藤
波　

環
境
分
野
に
お
い
て
日
本
の
ト
ッ
プ

ラ
ン
ナ
ー
と
し
て
注
目
さ
れ
て
い
ま
す
。

砂
金　
「
脱
炭
素
経
営
」と
い
う
会
社
の
方

針
を
も
っ
て
、働
き
方
改
革
や
地
球
温
暖
化

対
策
を
進
め
て
き
ま
し
た
。太
陽
光
パ
ネ
ル

の
リ
サ
イ
ク
ル
事
業
で
は
社
会
課
題
の
解
決

に
寄
与
す
べ
く
、先
駆
け
て
事
業
を
展
開
。環

イ
ン
フ
ラ
を
支
え
る
裏
方
の
力

循
環
型
社
会
を
目
指
し
て

株
式
会
社
宮
城
衛
生
環
境
公
社

日々、街をきれいに清潔にし続ける社員たち。市民の
生活を背後から支えている。

2024年4月に環境大臣が認定する『エコ・ファースト
企業』として認定された。

創業時9名だった社員は、現在社員数178名に。

宮城

宮城県仙台市青葉区熊ケ根字野川26-6
TEL.022-393-2216（代表）　
https://miyagi-ek.co. jp

境
事
業
に
つ
い
て
は
経
営
の
採
算
は
難
し
い

部
分
が
あ
り
ま
す
が
、ど
こ
か
で
誰
か
が
や
ら

な
く
て
は
な
ら
な
い
。当
社
は
フ
ァ
ー
ス
ト
ペ

ン
ギ
ン
た
る
覚
悟
を
持
っ
て
取
り
組
み
ま
す
。

そ
の
他
、災
害
時
対
応
な
ど
も
当
社
の
業
務

の
一
環
で
す
。私
個
人
の
目
標
は
世
界
平
和
。

日
々
、皆
さ
ま
を
守
る
こ
の
小
さ
な
積
み
重
ね

が
世
の
中
に
広
が
れ
ば
、皆
が
幸
せ
に
な
る
と

信
じ
て
い
ま
す
。

藤
波　

皆
で
平
和
を
実
現
さ
せ
ま
し
ょ
う
。

Column

東北エリアではいちはやく着手した宮城衛生環境公社の「太
陽光パネルのリサイクル」。素材の中心であるアルミは再利用
し、ガラスは砕いて発泡ガラスに。畳一枚のパネルがコンパク
トな再生利用可能な素材となり、すべて再利用される。取扱量
は今年、全国でもトップクラスになるのではないかと予測され
るほど受注は増加。受け入れ可能な体制を備えている。

Point
ごみ収集などは、人に気付かれにくい裏方のお仕事ですが、私
たちが暮らすために、なくてはならないものですね。社員の皆
さまは、私と会うと、大きな声で挨拶してくださいました。並ぶ
ごみ収集車は毎日、中まで洗うとあってピカピカで驚きました。
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